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はじめに

平素から、当研究所の業務に対し多大なるご支援ご協力をいただき感謝申し上げます。

当研究所では、平成 24 年 4 月から研究部門と普及部門の連携を強化するため、普及部門

を設置し(森林整備課の普及組織を移管)、 5 名の林業普及指導員が配置されました。これ

により、当研究所はそれまでの森林環境部・森林資源部の二部体制から、新たに普及企画

係を加えた二部・一係体制となり、職員数 20 名の組織となりました。研究・指導と行政施

策を一体で展開することにより、社会情勢等の変化に伴う新たな課題に対応し、現場に密

着したきめ細かな研究を進め、地域の産業界・生産者等にその成果がより効果的に提供で

きると期待されます。

また、平成 24 年 4 月から木材分野の研究も新たに始めました。実は、以前は木材の研究

を行っていましたが、平成 10 年度の組織改革の際、木材研究部門は工業系の研究機関(生

活技術研究所)へ移管・統合されたためです。しかし、そこでの研究対象は主に家具材や

住宅建材で、住宅の構造材については対象としていません。昨今、県産材の構造面での高

品質化や新たな部材等の開発が求められており、特に木材乾燥の分野では対応が急がれる

ため、木材加工分野の試験研究体制を構築する要望が高まっていました。このようなこと

から、当研究所に木材加工分野の研究員 l 名を新たに配置し、研究課題 Iスギ材乾燥の効

率化に関する研究(平成 24~26 年) J をスタートさせました。

さて、平成 24 年度に実施した研究は 13 課題(受託研究を除く)で、このうち「環境に

やさしいカシノナガキクイムシの防除技術の開発I など4 課題が最終年度を迎え、新たに

着手した課題はスギ材乾燥の課題を始めとして 5課題となっています。各位におかれまし

ては、この報告書をご一読いただき、お気づきの点があればご意見、ご指摘等いただけれ

ば幸いに存じます。

なお、研究成果につきましては、 「研究報告J r森林研情報J に掲載するとともに、学

会に発表したものなども含めて当研究所のホームページ h出・/八NWW.forest.rd. oref.gifu.lg. io/ 

に掲載しておりますので、そちらもど覧いただければ幸いです。

平成 25年 12 月

長所
善
究研
野
林森
天
県阜岐
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安全安心の清流の国づくり研究開発プロジェク卜

森林の水土保全機能を高める森林制御方法の開発
(平成 24~26 年度初年次)

担当者 (水土保全)渡遺仁志大綱智宏 田中伸治

(架線集材)古川邦明 臼田寿生和多田友宏

岐阜県立森林文化アカデミー

名古屋大学 東京農工大学

1 .目的

間伐が遅れて過密になった人工林は、林木の経済価値や水土保全機能が低下する。そのため適切な

管理が必要であるが、県内の多くの森林は急傾斜地に多く、間伐の推進も困難な状況にある。

これまでの研究により、ピノキ人工林における下層植生と水土保全機能(表土流亡の抑止機能)と

の関係が明らかlこなってきている(平成 17 年度業務報告参照)。本研究ではその知見に立って、表土

流亡が発生する可能性が高い人工林(水土保全機能が低い森林)の分布や下層植生の回復と水土保全

機能向上に適した間伐手法を明らかにする。また、それらをもとに、間伐が必要な環境保全林におけ

る水土保全機能に着目した管理指針を作成する(水土保全機能を高める間伐手法の検討)。

さらに実際の森林においてもそれらの管理が確実に実施できるよう、高密度路網の解説が図難な急

傾斜でも効率的に間伐が行える架線集材技術の開発を目的に、架線集材作業システムの作業特性と作

業コストを解明し、急傾斜地の森林管理に適した架線集材の技術指針を作成する(架線集材技術の検

討)。

2. 方法

2. 1 森林の水土保全機能を高める間伐手法の検討

2. 1. 1 表土流亡危険度評価指標の作成

表土流亡が発生する危険性が高い人工林(水土保全機能が低い森林)の条件を明らかにするため屯

ヒノキ人工林に設置した調査区 (25m') において、表土流亡の発生に関連する因子〈下層植生の状況、

斜面形状、土壌条件等)を調査した。

2. 1.,2 表土流亡が土壌劣化に及ぼす影響の評価

地表面保護の面からみた林床被覆の樹種差を把握するととを目的に、岐阜県高山市清見町夏厩(標

高 1 ， 000m) の同 立地条件下にある壮齢スギ、ヒノキ、カラマツん工林において主林木、低木(日〉

2m) 、林床植生 (H~玉 2町)および堆積有機物の量と内容を評価じた。

表土流亡が土壌劣化に及ぼす影響を評価寸るため、郡上市八幡町小那比(標高 450m、平均傾斜 35

~400 )にある皆伐跡地および壮齢ヒノキ人工林内にステンレス製の土砂受け箱(幅 25c凶、高さ 15cm'、

奥行き 20cm) を各 3 個/試験区設置し、春期~秋期にかけての約 8 ヶ月間、 1~2 ヶ月ごとに箱の中の

土砂を回収し、細土 (φ<2mm) 、磯 (<Þ ~2mm) 、有機物ごとの乾燥重量を計測したD

2.1.3 間伐方法の違いが下層植生の発達に及ぼす影響調査

下層植生は表土流亡の抑止に有効とされているが、 F層植生が一度衰退した林分では、間伐によっ

てそれが回復しない事例が報告されている。そこで、間伐(強度間伐、群状間伐)がヒノキ人工林に

おける下層植生の発達に及ぼす影響を検証するために、 2005 年(一部、 2006 年)に閣伐率や間伐方法

を違えて設定した岐阜県南部の 6 林分 (9 調査区)に各 6~21 箇所の小方形区 (1 nf) を設置し、間伐

後の下層植生の種組成と植被率、および光環境の変化を継続調査した。また、今年度、揖斐川町春日



および中津川市蛭川|の壮齢ヒノキ人工林に新たに群状閑伐試験地を設置した。

2.2 架線集材作業システムの調査

2.2.1 作業功程への影響因子の解明

大型タワーャーダ先進導入地である高知県(主索式係留搬器タイプ)と静岡県(自走式搬器タイプ)

において、(独)森林総合研究所と共同で調査を行い、タワーヤーダの作業特性について検討した。

2.2.2 作業コストの分析

T40ーTY (イワブジ製)で間伐を行っている恵南森林組合に依頼し、平成 24 年 12 月~平成 25 年 3

月までに実施した 4事業地について、作業日報(森林研作成様式)を作成した。作業日報には、毎日

単位作業毎に材の取扱量と事業量並びに各技術者の単位作業毎に開始から終了時間までを記入させ

た。時間観測は恵那市串原地内のタワーャーダ集材現場(作業日報と重複)において実施した。

2.2.3 作業中の架線等への荷重の測定

2.2.2 で調査対象としているタワーヤーダで全木集材時に主衆先柱側にかかる張力をロート、セノレで

測定した。ロードセノレ(共和電業製、定絡容量 10tf) は先柱と主索の問に直接取り付け、デ}タロガー

(UNIPULS 製、 F490A) に接続して 0.2 秒間隔で張力の変動を記録した。

主索径は 18刷、スパン長は 165m、支柱閥傾斜は 0 度でほぼ水平となったo 搬器はラジキャリ lton

吊を用いた。搬器走行はタワーヤ}ダのホーノレライン、ホーノレパックラインで行い、荷上げは、搬器

内蔵のエンジン式ウインチを用いている。

2.3 GIS による森林生産基盤地図の作成

架線集材適地判定を行うための生産基盤マップについて、初年次は窟』日市全i戒をモデル地区に設定

し、 GIS (ArcMápIO.I) を用いて必要なマップの検討を行ったロ

3. 結果

3.1 森林の水土保全機能を高める間伐手法の検討

3. 1. 1 表土流亡危険度評価指標の作成

岐阜県中濃地域のヒノキ，、工林に 7 調査区を設置し調査を実施した。次年度も調査を実施し、デー

タを収集する。

3.1.2 表土流亡が土壌劣化に及|ます影響の評価

夏期に測定した林内の相対散乱光強度はカラ7ツ林で大きかった。主林木の立木密度はスギで高く、

カラマツでj5:かった。スギの胸高断面積合計は、ヒノキやカラマツのそれよりも大きかった。カラマ

ツ林の低木にはウワミズザクラやホオノキなどの高木性樹種が含まれ、それらの胸高断面積合計は、

その他の樹種よりも多かった。スギ、カラマツ林の林床にはクマイザサが優占し、林床植生や堆積有

機物の現存量は、ヒノキ林のそれらよりも多かった。カラマツ林では、良好な光環境によって低木や

林床植生が階層的に維持され、堆積有機物や表土の流亡抑止につながっていると考えられた。スギ林

では、下層植生が多く、堆積有機物中の落葉落枝サイズが大きいため、堆積有機物が流亡しにくいと

推測された。一方、ヒノキ林では、堆積有機物が分解されにくい乾性土壌であるにもかかわらず、そ

の量が少なく林床植生も少なかった。ヒノキ林の林床状況に起因し、ヒノキ林において表土流亡が発

生しやすいと考えられた。

また、次年度も土砂受け箱による流出土砂量の測定を継続する。

3.1.3 間伐方法の遣いが下層植生の発達に及ぼす影響調査

間伐後、林内の相対散乱光強度は大きくなり、革本層(地上高 0.6m 以下)の平均植被率は噌加した

(図 -1) 0 間伐 5 年後の平均植被率は、断面積間伐率が 50%を超える間伐(強度間伐)や群状間伐

を実施した調査区でk くに大きかった(図-2) ロただし、植生発達の状況は同じ調査区の中でも箇所

によって違いがあり、どの小方形区でも一様に植被率が高いわけではなかった。調査地は、間伐後日

~7 年が経過しており、相対散乱光強度は間伐直後より低下した。また、一時的に発達した先駆樹種
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(キイチゴ属)が衰退するなど、林内の光環境が悪化していることが推測される。今後、植生発達に

対する間伐効果の継続性を調査する必要がある。

図-1 調査地における下層植生の変化

高富調査地・群状間伐区の伐採群中央付近を撮影したもの。 (a) は間伐前， (b) は間伐5年後に撮影した。
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図 2 間伐方法を違えた調査地における平均草本植被率の変化

(a) は高富調査地、 (b) は加子母調査地。・は群状間伐区、 Aは対照区(通常間伐区)を示す。

3.2 架線集材作業システムの調査

3.2.1 作業功程への影響因子の解明

森林総合研究所とデータを共有し。現在データの解析を進めている。 2 &1三次の調査結果と併せて、

作業功程への影響因子を明らかにしていく。

3.2.2 作業コストの分析

3 月までの作業日報をすべて PC に入力し、現在集計分析作業を行っている。串原地区での集材作業

の時間観測は、先山とタワーャーダ本体側を同時にビデオ撮影し、要素作業毎の所要時聞と搬器の走

行速度について、材のサイズと荷掛け位置と関係について分析を進めている。

3.2.3 作業中の架線等への荷重の測定

先柱側に発生した張力は、空走行時 L 6~4. 9ton、荷上げ時 3. 3~8. 2ton、実走行時 L 4~8. 7ton 

であった。今回は支柱閲傾斜がほぼ水平であり、 2年次でl士、傾斜地での張力調査を行う。

3 



3.2 GIS による森林生産基盤地図の作成

作成した地図は、架線集材の集運材コスト分析及びタワー設置可否判定に必要な森林路網図と地形

解析図である。森林路網図は、オノレソ画像と森林基本図に林政部作成の森林 GIS の路網デ}タを重ね

合わせ、オノレソ等から道路を読み取って路網データの線形の確認 k修正及び未記入の路線を追加した。

さらに、ネットワ}ク解析ができるよう、交差点、や分岐点において、路線開の接続生を確立させた。

地形解析図は、 5m 毎の傾斜分布図と地形が読み取りやすい微地形図(長野県林業総合センタ一考案)

を作成した。
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重点研究:県単

針葉樹人工林の高齢化に適応する間伐体系の構築

(平成 21~25 年度 4年次)

担当者渡遺仁志臼田寿生大綱智宏田中伸治古川邦明

岐阜県立森林文化アカデミー

1 目的

県民有林面積の 45%を占める針葉樹人工林は利用できる時期を迎えつつあるが、標準伐期齢での主

伐が控えられ、短伐期施業から長伐期施業への転換が模索されている。このため、問{買収入を得なが

ら高齢林を育てるための新しい間伐技術が求められている。また、人工林の中には、従来の間伐体系

に沿った閣伐が行われなかった結果、過密が原因で経済価値が低いことに加え、土砂災害防止機能や

気象害への耐性が低ドしている林分があることから、これらの林分の過密状態を解消することが喫緊

の課題となっている。しかし、従来の間伐体系では、高齢林や過密林の間伐に対応できないため、こ

れからの森林施業に対応できる間伐手法が求められている。

本研究では、過密状態の人工林の経済性や気象害耐性を改善する間伐手法や、作業効率と間伐効果

が両立するような間伐手法を明らかにする。それらをもとに、過密人工林を出発点とし、人工林の高

齢化、間伐作業の機械化に対応した間伐技術体系を構築するロ

2 方法

2. 1 過密林の現状把握

スギ、ヒノキの既存の繭査地 (8 箇所)と新たに設置した調査地 (5 箇所)において調査を行った。

このうち、既存の調査地(スギ林 2 筒所、ヒノキ林 6 箇所)では、胸高直径と樹高、枝下高、樹冠幅

( 部の調査地)を再測定した。新しい調査地は、可児郡御嵩町の壮齢ヒノキ林 (4 箇所)と高山市

久々野町有道の壮齢スギ林 (1 箇所) 1:"間伐前に設置した。これらの調査地では、ナンバーリングに

より立木を個体識別し、胸高直径と樹高、枝下高、樹冠幅(一部の調査地)を測定した。

これまでに収集したデータのうち、実生苗由来の壮齢林分で林冠が閉鎖し、収量比数 (Ry) が 0.9

以上の林分を「過密林分I として、その林分状況を確認した。

2. 2 過密林をモデルとした間伐手法ごとの収益のシミュレーション

過密林における間伐手法ごとの収益を明らかにするため、加茂郡東白川村神土地内のヒノキ人工林

(調査時の林齢 41 年生、 1 ， 620 本/ha、平均樹高 17.6m、平均胸高直径 20.0cm) をモテソレに収益のン

ミュレーションを行った。シミュレーションにおいて、立木の成長量等の計算は当研究所が調整した

「シノレプの森(岐阜県東濃ヒ/キ版) J により行った。また、収支計算は(独)森林総合研究所の脱

又秀聡氏が開発した I伐出見積もりシステムj を用い、収入には補助金を加算しないで行った。シミ

ュレーションの条件設定については、林齢 41 年を起点止して、最初の間伐を列状で行った場合の「列

状モデル」と定性(下層)で行った場合の f定性モデルJ 2パターンに分類し、以降はどちらも 30 年

後まIで 10 年おきに定性(下層)間伐を行い、 40 年後には皆伐を行った場合を想定した。また、その他

の条件設定止して、作業道は施業地内にあらかじめ 250m/ha の密度で開設されていることとし、間伐

対象林分の庶域面積は 5ha、ブオワーダによる平均運搬距離は 500m とした。
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2.3 間伐支援ツールの開発

2.3.1 r細り表」の作成および改良

平成 21 年に作成したスギおよびヒノキの細り表と細り早見カードの精度向上と適応直径を拡大す

るため、幹直径データを収集した。

2.3.2 rシステム収穫表J の改良

平成 15 年度に作成したシステム収穫表「シノレブの森・岐阜県東濃ヒノキ版J と平成 17 年度に作成

した「シノレブの森・岐阜県スギ版j の使いやすさの向上を目的に、システムの改良を行った。

2.3.3 r枝下高管理図」の作成

大径木を育てるための管理ぉ指標として、肥大成長を持続させるのに必要な樹冠長を検討するため、

2. 1 、 2. 2 の調査などを通じて、胸高直径、樹高、校下高のデータセットを収集し、個体サイズと樹冠

サイズの関係を調査・検討した。

3. 1 過密人工林の現状把握

I過密林分」としてスギ林 10 箇所、ヒノ

キ林 8 箇所が抽出された。これらの林分の

収量比数は、スギで o. 92~ 1. 00、ヒノキで

o. 90~0. 96 であった。図-1 にこれらの林

分の胸高直径分布を示す。その結果、いず

れの林分も、個体サイズの分布は、中央値

を箱の中心にもち、分布の裾が上下に広が

った正規分布裂であり、同一林分中におけ

る分布のレンジは 15cm 程度から 40cm 程度

までと広かった。このことから、実生苗由

来の壮齢「過密林分」においては、すべて

の個体の直径成長が等しく悪いわけではな

く、個体聞に成長の優劣があると考えられ

る。 t

樹冠サイズ(樹冠長、樹冠幅)が大きい

個体ほど個体サイズ(胸高誼径)が大きく、

胸高直径が大きい個体ほど胸高直径成長量

が大きい傾向が認められ(平成 23 年度業務

報告参照)、 「過密林分」の中にも間伐を

すれば成長できる個体とできない個体が混

在している。したがって、樹冠サイズを指

標とすることによって、その個体が到達できる胸高直径を推定できる (3.3.3 参照)。また、対象と

する林分の目標林型や目標径級が定まっていれば、現在の樹冠サイズとこれからの樹冠拡張最(樹高

成長量)との関係から、直径成長に必要な平均的な樹冠サイズが推定できると考えられる。

3. 2 過密林をモデルとした間伐手法ごとの収益のシミュレーション

シミュレーションの結果、 2 回目の間伐までは、 「列状モデノレJ が「定性モデル」よりも収益面で

有利となったが、 3 回目以降の間伐からは逆転した。また、皆伐時までのトータノレ収支を比較すると

「定性モデノレ」が「列状モデル」よりも収益面で有利な結果となった。これらの結果から、過密林に

おける間伐手法を選択する際には、当面の収益だけではなく、将来の収益も加味した検討を行う必要

があると考えられた。
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図 I 過密林分の胸高直径分布

箱は四分位数範囲、箱中の横線は中央値を示す。箱か

ら上下に伸びたびげはそれぞれ 95 パーセンタイノレ、 5

パーセンタイノレを示す。
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3. 3 間伐支援ツールの開発

3.3.1 r細り表J の作成および改良

スギ幹直径データを収集した。これまでに収集したデータもとに、来年度、細り表と紺り早見カー

ドの精度向上と適応直径の拡大を検討する。細り早見カードは、研究所の研究・成果発表会や Web サ

イト等を通じて希望者に配布した(とれまでの累積配布実績: 380 部)。

3.3.2 rシステム収穫表」の改良

施業プランナー育成研修の中でシステム

収穫表「シルプ、の森j の講習会を実施した。

また、希望者にシステムを阻布した(とれ

までの累積配布実績.計 930 部)。また、

システムの間伐計画の入力方法の改良等を

行った。

3.3.3 r枝下高管理図j の作成

収集したデ、ータセットを解析した。スギ

林、ヒノキ林とも個体サイズ左樹冠サイズ

とには強い相関がみられた (3. 1 参照)。

校下高は樹冠サイズ(樹冠長)を規定する

因子であることから、校下高管理の有効性

が確認できた。これに基づいて、枝下高管

理図のプロトタイプ(単木管理、林分管理

の場合)を作成した(図 -2) 。これは、①

ある個体が到達できる胸高直径や、②目標

とする胸高直径を得るために保持しなけれ

ばならない枝下高を示したものである。

()lグ:
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図 2 枝下高管理図(単木管理の場合)

図はヒノキ人工林(地位級 3) において、各枝下高を

保持した場合の胸高直径と枝下高の関係を示したも

のである。図中、右上がりの実線は校下高、垂下する

波線は林齢を示す。
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重点研究，県単

環境にやさしいカシノナガキクイムシの防除技術の開発

(平成 22 年度~24 年度終年次)

担当者大橋章博岡本卓也上辻久敏

1 .研究目的

岐阜県におけるナラ枯れ被害は年々拡大しており，平成 21 年度には 30 市町村で被害の発生が確認

され，被害面積は 760ha，被害材積は 14 ， 116m3 に達している。被害の拡大に伴い，被害地域は里山林

にとどまらず，都市近郊の森林公園等にも拡がっている。このような背景から，化学農薬に代わる環

境負荷の小さな防除技術の開発が求められるようになってきた。

そこで，昆虫寄生性線虫を利用して枯死木内のカシノナガキクイムシ(以下，カシナガ)を駆除す

る防除技術を開発するとともに， Raffaelea 菌(以下，ナラ菌)およびナラ菌生産物の接種により，樹

木へ抵抗性を誘導し，長期間予防効果のある防除技術を開発する。

2 研究方法

2. 1 昆虫寄生性線虫を利用した駆除技術の開発

試験には，バイオセーブ(有効成分: SteineTl1ema carpocapsae 感染態 3 期幼虫， (株)エス・ディー・

エス パイオテ y ク)を用いた。線虫は 1000mLの水に線虫密度が 250 万頭となるよう調整した懸濁液

を，市販の油差しに 50mL ずつ入れて接種に供した。接種は試験木の樹幹(地上高約 50cm 部位)に斜

め 45 度に直径1Omm，深さ約 50mm の注入孔を 10cm 間隔に空けて，油差しのノズノレを差し込んだ。線虫

の接種は 20日年 10 月 13 日 ~10 月 19 日に行った。なおb 線虫処理木および無処理木の本数は 15 本と

した。 2012 年 3 月に全ての処理木を伐倒し，約 1mの長さに玉切りした。同年 6 月に各丸太に羽化ト

ラップを設置し，脱出するカシナノナガキクイムシ成虫を定期的に回収した。

2.2 割材による駆除の検討

岐阜県土岐市の被害地からナヲ枯れしたブモトモズナラ 10 本を選び供試木とした。 2012 年 4 月 13

R に伐採し、 1mの長さに宝切りした。各供試木から 4 本ずつ丸太を採取し、 l 本は丸太のまま(長丸

太区)とし、残りの 3 本については 5 月 10 日に約 30cm 長の丸太に玉切りし、丸太区、薪(露天)区、

薪(雨除)区の 3 処理区に振り分けた。このうち薪区については丸太を薪割り機で分割し、雨除け下

と露天下に設置した。その後、定期的に材から出てくるカシナガ数および材の重量を記録した。 6 月 4

日に供試材を羽化トラップで被覆し、脱出してくるカシナガ成虫数を計数した。

2. 3 ナラ菌を利用した予防技術の開発

ナラ菌の接種には，米ぬかふすま培地を用いた。よく撹持した米ぬかとふすまを椎茸栽培用のプラ

スチック瓶に詰めた後、オートクレーブにて 12 1't;、 40 分の条件で滅菌した。滅菌後に， PDA培地にて

21 'c暗黒下で 10 日間前培養したナラ菌を 4醐コルクボーラーで打ち抜いたディスクを植菌し， 21'C暗

黒下で培養しナラ菌を蔓延させ接種源とした。 部の瓶は、ナラ菌の蔓延後にオートクレーブにて

121 'c、 40 分の条件で滅菌し接種源とした。

試験対象木は2 カシナガの穿手しを受けていないコナラの成木 6 本(平均胸高直径 2 1. 9cm) およびミ

ズナラの成木 6 本(平均胸高直径 23. lcm) とした。

試験は、ナラ菌を蔓延させた米ぬかふすま培地の接種区、滅菌した米ぬかふすま培地の接種区、接

種を行わない対照区の 3 処理区とし、それぞれの樹種で 2本ずつを用いた。試験木は根元部分から長
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さ1. Om の試験区を 4 区設定し， 2012 年 5 月にそれぞれの試験区の中央部 (H=0.5m、1. 5m、 2. 5m、 3.5m)

の円周上に培地を接種した。円周を 4 等分し，隣り合っていない，対角にあたる 2 笥所の部位に充電

式ドリノレにより直径1. 2cm，長さ 3.0cm の穴を近接して空け，そこに接種源を精入することにより接種

を行った。接種後，接種孔は発泡スチローノレ製の椎茸用菌蓋により葦をし、粘着性テープにより防水

処理を施した。接種後の試験対象木は，寒冷紗などで覆わず自然状態とした。

2012 年 12 月に試験対象木を根元から伐採した。伐採後，試験区ごとに玉切 L，森林研究所内に搬入

した。玉切した丸太は，剥皮した上でカシノナガキクイムシによる穿孔の位置と数を記録した。記録

後， 10cm ごとに切り分It，変色状況を調査した。

2. 4 人工的に辺材部変色域を形成させる予防技術の開発

カシナガの穿孔を受けていないコナラとミズナラ(健全木)に対して、溶液を樹幹注入する処理を

行いカシナガに対する忌避効果について検討した。樹幹注入は，ボトノレ{容量 i 約 250ml) にそれぞれ

調製した溶液を 200ml 入れ，充電式ドリノレにて直径1. Ocm 深さ約 3cm の穴をあけ注入した。注入した

溶液は、タンニン加水分解酵素、酸化酵素およびタンニン由来物質を用いた。コナラ i午ついては、樹

幹注入後に伐採し、酸性フタシンの吸い上げを行った後、一定間隔で円板を採取して変色域と通水状

況について調査した。供試木に注入した溶液がすべて吸い上げられた後に、同じ注入部位からボトノレ

に水を追加して、ボトノレからの水の吸い上げをもとに処理木の通水状況を調査した。

3 結果と考察

3. 1 昆虫寄生性線虫を利用した駆除技術の開発

羽化トラップにより得られた脱出数から材積当たりの成虫数を推定した。その結果，無処理区の脱

出数は 11 ， 764 頭1m3 であったのに対し、線虫処理区は 3， 785 頭1m3 と駆除効果が認められた。しかし、

線虫処理区では供試木により脱出数のばらつきが大きく、駆除効果は安定しなかった。また、玉切り

した丸太の高さ日リに比較すると， 1~2 番玉では顕著な差が認められたが， 3~5 番玉では差は認められ

なかった。

3.2 割材による駆除の検討

割材後、薪(露天)区から 8， 242 頭1m3、薪(雨除)区から 8， 148 頭1m3 のカシナガ幼虫の脱出がみ

られた。また、羽化トラップ調査による成血発生数は、長丸太区が 17 ， 517 頭1m3 であったのに対し、

丸太区は 7， 319 頭/凶、薪(露天)区は 320 頭1m3、薪(雨除)区は 379 頭1m3 と、材の分割による高い

駆除効果が認められた。

3.3 ナラ菌を利用した予防技術の開発

コナラ試験対象木のうち、対照木の 1 本に自然飛来したカシナガの穿孔が確認されが，残りの試験

木には穿孔は確認されなかった。 伐倒時，すべての試験対象木には，萎凋や枯死は確認されなかった。

ナラ菌接種区および滅菌培地接種区において，樹木内部に変色域の形成が確認された。形成された

変色域の観察断面に占める割合は，ナラ菌接種区の方が，滅菌橋地接種区よりも大きくなる傾向が見

られた。

3.4 人工的に辺材部変色域を形成させる予防技術の開発

ミズナラ・コナラにタンニン加水分解酵素、酸化酵素等を注入処理することでh 注入部位から上方

向だけでなく下方向にも変色域が形成され、酵素処理で辺材部に変色域をつくることができる可能性

があることが分かつた。酸性フクシンによる染色結果から、コナラの変色域は通水阻害を伴うことが

判明した。しかし、辺材外周の形成層に接する部分は染色され、通水が確保されていたことから、枯

死にはいたらないと考えられた。注入部位からの水の吸い上げを調査した結果からは、ミズナラより

もコナラで道水阻害が起こりやすいことが示唆された。
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地域密着型研究県単

ニホンジカによる剥皮被害の防止手法の開発

(平成 23~25 年度 2 年次)

担当者岡本卓也大橋章博臼田寿生渡遁仁志

1 回目的

近年，県内においてニホンジカによる造林木への剥皮(シカハギ)が発生しており，今後，拡大す

ると予相される。シカハギは材質の劣化により森林所有者に経済的な損失をもたちすばかりか2 主伐
間近の造林木が剥皮されることにより森林の管理窓欲を大きく減退させるため，森林の荒廃へと繋が

りかねず，健全で豊かな森林づくりの支障となる。

現在，防護柵やネット型資材の設置などが行われているが，高額な設置費や重量資材の取り扱いづ

らさなどから，現場や行政より簡易で効果的な被害対策技術の早期開発が強く望まれている。そこで，

効果的な剥皮対策技術を開発するとともに，岐阜県内におけるシカノ、ギの発生状況を明らかにする。

2 方法

2. 1 景1]皮防止手法の開発

簡易な剥皮防止手法として，枝条を用いた方法を検討した。校条は長さ 1m程度のものを用い，枝先

を下に向け根張り全体を覆うように配置した。枝条は，樹木の根元に巻いた荷造り用のテープと樹木

との隙聞に枝元を差し込むことにより固定した。

2.2 畢1]皮林分調査

最1)皮を受けやすい樹木を把握するために，林分調査を実施した。調査項目は，胸高直径，剥皮の有

無，景1)皮獣の推定，言明皮方向(樹木山側，谷{則，右lll!J.左側lの 4 方向)とした。

2.3 シカハギ発生時期の把握

シカハギ発生時期を把握するために，シカハギ発生地(掛嬰J 11町谷汲および池田町地内)において，

調査木をそれぞれ 50 本設定し， 20日年 10 月から 2012 年 8 月まで月 1 困の頻度で剥皮の発生状況につ

いて調査した。

3 結果

3. 1 量1]皮防止手法の開発

2012 年 8 月に，シカハギが発生している郡上市和良町地内の林分において試験地を設置した。今後，

定期的に効果測定を実施する予定である。

3.2 号制l皮林分調査

剥皮を受けた木と受けていない木の胸高直径に差は見られなかった。樹木谷側部への剥皮割合が高

い傾向にあった。

3.3 シカハギ発生時期の把握

池田町の調査区については，冬期通行止めのため調査できない期間があったo 両調査i也とも 10 月か

ら 12 月にかけて，ニホンジカによるものと推定されたツノトギが発生した。一方，調査期間中にシカ

ハギは発生しなかったため発生時期の把握が出来なかった。
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地域密着型研究:県単

未利用資源の活用技術の開発

(平成 23~25 年度 2 年次)

担当者上辻久敏水谷和人

1 目的

未手IJ用資源であるタケやヒノキ・スギ間伐材、その他被害材や樹皮等が、既存の素材にかわる

利用対象として注目されているが、有効な利用方法がなく放置されている現状があるb これらの

用途開発は、未利用資源の利用だけでなく放置されている竹林などの整備にもつながると考えら

れる。

本研究課題では、未利用資源を用いた場合においても従来の栽培方法主同等以上の子実体量を

発生できる可能性が高いキノコ種と未利用資源の組み合わせを探索し‘選定した適性のある組み
合わせに対して未利用資源の活用技術を開発する。

2. 方法

2. 1 実用の可能性がある未利用資源とキノコ種の組合せの探索

2. 1. 1 1<ケ利用に関する検討

シイタケ子実体発生に対するタケの影響について検討した。シイタケの対照区は、ブナオガコ、フ

スマを容積比で 10 ・1. 5 に混合した。試験は対照区のプナオガコをタケで 50% 、 100% (容積比)に

置換して比較した。培地の pll 調整は行わず、含水率を約 60%に調整して栽培袋に 1 kg を詰めた。 120

℃で 105 分間殺菌し、北研 600 号を接種した。試験に用いたすべてのキノコに関して、温度 21"(;、湿

度 60%で培養し、子実体発生は、温度 160C、湿度 90%、照度約 801ux 下で誘導し、その他、培地の殺

菌についても問条件で行った。

エリンギでは、伐採時期の違うタケオガコの影響を検討した。タケオガコにコメヌカを容積比で 8

2 に混合した培地で試験した。試験は、 5 月と 11 月に伐採したものを用いて比較した白いずれの培地

も pH 調整を行わず、含水率を約 65%にして P.P目製 800m! ピンに 550 g を充填した。エリンギ(キノッ

クス EG-079) を培養後、菌掻きを行い、子実体を発生させた。

その他、エリンギの基材としてタケを用いた培地での栄養材の影響について、コメヌカ、ブスマお

よびオカラについて検討した。 5 月伐採のタケに栄養材を容積比で 8:2 に混合した。栄養材として、

コメヌカ、フスマおよびオカラをそれぞれ添加して比較した。いずれの培地も pll 調整を行わず含水率

を 65%にして P. P. 製 800m! ピンに約 550 g 充填した。殺菌・培養後、菌掻きを行い、子実体を発生さ

せた。

2.1.2 スギとヒノキ利用に関する検討

ナメコ KX-008 号およびシイタケ北研 600 号の菌床栽培において、菌床材料の種類(広葉樹、 E ノキ、

スギのオガコ)が子実体発生に及ぼす影響を調査した。材料はオガコ 米ヌカ=10: 2 (容積比)止し、

ナメコは 800m! ピンに 520 g 、シイタケは栽培袋に lkg 詰めた。温度 21 0Cでナメコは 52 日間、シイタ

ケは 90 日間培養した後、温度 160Cの部屋千移動してオガコの種類別に子実体発生量を比較した。また、
ナメコ繭床栽培において、菌床材料にヒノキを混合する割合が子実体発生に及ぼす影響を調査した。

対照区を広葉樹オガコ米ヌカ =10:2 (容積比)とし、広葉樹オガコをヒノキで 10% 、 20% 、 30% (容
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積比)置換して比較した。

結果

3. 1 実用の可能性がある未利用資源とキノコ穏の組合せの探索

3. 1. 1 告ケ利用に関する検討

シイタケに関して 1 次発生では、タケオガコで 50%置換した条件よりもタケオガコに 100略置換し

た条件で子実体の発生量が多い傾向が認められた。比較対照の広葉樹オガコに対して、タケオガコに 1

00目置換した培地条件において 1 次発生の子実体発生量における差は認められなかった。子実体のサイ

ズと発生個数の分布についても広葉樹を用いた場合と同様な傾向を示したD

エリンギ栽培試験でタケの伐採時期 (5、 11 月)の影響について、菌糸蔓延日数が 11 月よりも 5 月

で長くなる傾向が認められた。子実体発生の所要日数については差がなく、子実体発生量については、

5 月のタケを基材として用いることで 11 月のタケ基材を用いた場合よりも子実体の発生量が増加する

結果であった。また、エリンギの培地へ添加する栄養材の種類の影響について、菌糸遭延日数は、

メヌカ、フスマ、オカラの順に長くなる傾向が認められた。子実体発生所要日数については、差は認

められず、発生した子実体量はフスマに対して、コメヌカ左オカラで多い傾向が認められた。

コ

3 

3.1.2 スギとヒノキ利用に関する検討

菌床材料の種類が子実体発生に及ぼす影響を図 l、園 2 に示した。ナメコの発生量は広葉樹が約 250

E で、ヒノキやスギはその 4割以下であった。また、シイタケの場合は広葉樹が約 160 g で、ヒノキは

その約 6 割程度であったが、スギに比較すると発生量が多かった。

ナメコ菌床栽培で菌床材料にヒノキを混合した場合、対照区の広葉樹のみの発生量は 161 g で、ヒノ

キを混合することにより発生量が 86~93%に減少したが、ヒノキの混合割合と発生量に相関は見られ

なかった。
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地域密着型研究.県単

一位一万彫の原材料を確保するための県木イチイの管理方法の検討

(平成 24 年度単年度)

担当者渡漫仁志大洞智宏問中伸治

1 目的

飛騨地域で製造される伝統的工芸品・一位一刀彫は、県木を原材料に用いる点や飛騨匠の技の結晶

である点から、岐阜県の象徴であるが、利用可能なイチイ材は極端に減っている。一位一刀彫の技術・

技法を継承するためには、唯一の原材粋であるイチイの確保が絶対条件であり、そのためにはイチイ

を人工的に育てる必要がある。イチイの管理方法は今まで検討されてこなかったため、求められてい

る材質を基準化(数値として把握)したうえで、イチイ林の管理方法を開発し、それに基づいた管理

を行うことが効率的である。本研究は、一位一刀彫の技術・技法を保存・継承するため、その原材料

となるイチイを効率的に育てるための管理技術を検討する。

2 方法

2. 1 一位一万彫の原材料に適したイチイ原木の材質の明確化

生産者(飛騨一位一刀彫協同組合)への閣き取り調査を行い、生産者が求めている材質(材の大き

さ、木目の細かさなど)を明らかにした。

2.2 一位一万彫の原材料を確保するためのイチイ管理技術の検討

県下に残存するイチイ林の分布と状況を把握した。そのうちの高齢ヒノキ イチイ二段林(高山市

朝日町)お上び壮齢イチイ単層林、壮齢イチイ・広葉樹混交林、壮齢スギ イチイ二段林(し、ずれも

高山市久々野町)の 2 箇所 4 林分を調査地 (1 ~4) として毎木調査を実施した。

3. 結果

聞き取り調査の結果、一位一刀彫の原材料に適したイチイ原木の材質は、最低限で直径 30cm 以上、

年輪幅 1mm程度の通直無節材(これが現時点での生産目標となる)で、これにしたがえば伐期は最低

150 年となる。調査地 1 では伐期の半分の林齢で目標径級に達した個体がみられたが，これらの平均

年輪幅は目標値を大きく超えていた。鍛密な年輪幅と直径成長にはトレードオフの関係があり、一位

一刀彫の原材料を生産する場合、ただイチイの大径木生産を目指すのではなく、同時に必要以上に太

くならないように直径成長量をコントローノレする必要があるといえた。

上木や混交する樹種が異なる調査地2~4 を比較すると、イチイの平均胸高直径には調査地2>調

査地 3>調査地4 の関係、がみられたことから、上木の種類によってイチイの直径成長量を調整できる

可能性が示唆された。今後、これらの調査地における成長調査を継続するとともに、その他の現存す

るイチイ人工林を調査する必要がある。また、遮光ネットによるイチイ苗木の被陰実験により成長制

御方法を検討する予定である。

一位一刀彫の原木生産においては非常に長い伐期が予想されるが、時間がかかるからとそ早急に必

要な対策をはじめる必要がある。また、イチイの人工林管理に関する知見はほとんどないため、本研

究のような基礎研究を継続していくことが非常に重要である。
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地域密着型研究.県単

スギ材乾燥の効率化に関する研究

(平成 24 年度~26 年度初年次)

担当者土肥基生、水谷和人、和多田友宏

1 目的

木材の人工乾燥に関しては、乾燥工程初期の段階で高混低温処理(ドライングセット)を行うこと

で製材品の表面を割れにく去する技術が普及している。しかし、スギは心材合ノk率が他の樹種に比べ

高く、 1 本毎の含水率のバラツキもヒノキと比べ大きいため、過乾燥による内部割れの発生や乾燥の

仕上がりが不十分であるなどの問題が発生する。この対策には心材の含水率が高い材とそれ以外の材

に分けての乾燥が有効であると考えられる。そこで、心材含水率の高い材を効率的に選別する方法を

開発し、この技術による乾燥材の品質向上効果を明らかにする。

2 方法

2. 1 選別による乾燥材の品質向上効果の検証

供試材には「黒心J Iと分類されるスギ原木 20 本(末口径 24 cm~34 叩、長さ 4m) を用いた。原木

元日では心材の明度 (L) 、色相( a )、彩度 (b) を測定し、その後、原木を 135 凹 X225皿の平角に製材

して、これを乾燥した。乾燥には高温蒸気式人工乾燥機を使用し、蒸煮 (95"C) 10 時間、高温低温処理

(乾球温度 120"C、湿球i且度 90"C)24 時間、乾燥(乾球温度 90"C、湿球温度6O"C) 264 時間の条件で

処理を行った。乾燥後に全乾法により合水率及び含水率傾斜を求めた。

2. 2 高倉7比率材選別方法の確立

心材含水率と関連があると指摘される心材色による選別を検討するため、前項 (2. 1)供試材 20 本に

ついて、木口面の心材部に 5 筒所の測定点を設け、色差計により明度 (L) 、色相(a )、彩度 (b) を経

時的に測定した。

3 結果と考察

3.1 選別による乾燥材の品質向上効果の検証

合水不は処理前後で 162%が 46%になった。含水率傾斜は中心部で最大 156%であり、一般的なスギ

平角向けの乾燥スケジューノレでは目標含水率 (20出)に大きく到達しないことが確認された。製材の初

期重量(見かけの密度)と乾燥後の含水率には関連が認められ、重量選別の有効性を示唆した。!京木

の心材色(明度、色相、彩度)と乾燥後の合水率との聞には一定の傾向が認められなかった。

3. 2 高含水率材選別方法の確立

明度・彩度は採材直後と降雨直後に大きく変化し、含水率による影響が示唆された。これに対し色

相は明度・彩度に比べて変動値が小さく、黒心材における選別指標としての有効性が示唆された。今

後は赤心材との数値の差異を確認する必要がある。
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地域密着型研究受託

間伐促進のための低負荷型作業路開設技術と影響評価手法の開発

(農林水産省新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業)

(平成 21 年度~24 年度終年次)

担当者臼田寿生古川邦明

1 目的

作業路の開設は地形改変をともなうことから、下流域へ士砂や濁水を流出させる危険性が高く、こ

れらを抑制するための技術開発が急務となっている。そこで、作業路開設による下流域への土砂の移

動過程と濁水流出要因を解明し、排水処理に着目した濁水流下抑制技術を開発する。

2. 方法

これまでの研究で得られた成果を現場技術者にわかりやすく普及するための手引書を作成し、これ

を基にした成果普及のための研修会を実施した。

3 結果

これまでの研究で得られた成果を整理し、手引書の素案の段階から各種研修会等を通じて林業普及

指導員や林業事業体職員等に対して意見照会を行った。これにより得られた意見を考慮して「森林作

業道開設の手引きー土砂を流出させない道づくりー」を作成した(図-1 )。手iJ l書として取りまと

めた成果を普及するための研修会を林業普及指導員や林業事業体職員等を対象として、石川県金沢市、

岐阜県美濃市、岐阜県高山市で実施した。岐阜県における研修参加者 (72 名)を対象に研修内容につ

いてのアンケート調査を行ったところ、 51 名(回収率約 71%) から回答が得られた。このうち、研修

の満足度に関する項目については、 98%から「非常に参考になったj または「参考になったJ という

回答を得ることができた(図-2) 。

あまり参 無回答

2% 

担同品開酎岡商

叫"踊閉山一抑制
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非常に
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図ー 1 森林作業道開設の手引き

図 2 研修会参加者の満足度
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地域密着型研究・受託

花粉症対策ヒノキ E スギ品種の普及拡大技術開発と雄性不稔品種開発

(農林水産省新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業)

(平成 22 年度~25 年度 3 年次)

担当者茂木靖和上辻久敏

1. 目的

社会問題化している花粉症対策として、ほとんど花粉を生産しないヒノキ品種(以下、少花粉ヒノ

キ)のクローンを植栽用の苗に用いる方法がある。クローン苗の育成には技術の簡便性からさし木が

適するが、生産性に影響を及ぼすさし穂の発根性については、品種によって異なることが報告されて

いる。しかし、発根条件の探索をさし木で行う場合には、確保できるさし穂、の量が制限要因となり、

発根条件を十分に検討できない問題がある。そこで、組織培養で探索して得られた発根促進条件をさ

し木で検証するととで、さし木の発根促進l己有効な条件を明らかにする。

2. 方法

2.1 組織培養による発根条件の探索

2. 1. 1 光条件の検討

直前の継代培養で CaCl ，442mg/L または CaCO，300mg/L を追加し，活性炭(粉末) o. 5mg/L を添加じた

WP培地で節目問培養して得た益岡 5 号の 20mm 以上のシZートを用いて、 IBAIOOmg/L を添加した 1/2WP

培地で 24 時間の発根処理した後、 1/2WP 培地へ移植し、温度 25"(;、照度 6000 または 1800Lux 、 16 時

間照明で培養する発根試験を実施した。

2. 1. ~ 発根処理時間の検討

直前の継代惰養で NH，NO，，400mg/L を追加し，活性炭(粉末) 0.5mg/L を添加した WP 培地で 80 日間培

養して得た小坂 l 号の 20mm 以上のシュートを用いて、発根処理時闘が 24、 48 、 72 、 96 時間、照度 4000Lux、

その他を光条件の検討と同様とする発根試験を実施した。

2. 2 さし木による検証

益田 5 号のさし木苗を 4 種類の肥料(①N16P5KI0、②NI0P18K15、③NI0PI0KI0Cal0、Q)NI2PI2KI2Mgl)

を施用した鹿沼土(細粒)で 1 成長期間育成し、これの伸長枝を 5cm のさし穂に調整して、培土が鹿

沼土(細粒)、温度 25"(;、照度 6000Lux ， 16 時間照明の条件で密閉ざしを行った。評価は 5 月に行う。

3. 結果

3.1 組織培養による発根条件の探索

3. 1. 1 光条件の検討

発根率は、シュート育成時に追加した Ca 無機湿の違いに関わらず、1!2WP 培地へ移植後初日目には

照度条件が 1800Lux より 6000Lux で高かったが、 60 日目には阿照度条件とも 71首で差がなかった。

3.1.2 発根処理時聞の検討

1!2WP 培地へ移植後 30 日目および 60 日目の発根率は、発根処理時間が長くなるにしたがい高くなり、

96 時間処理では 10仰であった。
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科学研究助成金・

リグニン分解酵素の国体培養生産システムの開発

(平成 23 年度~24 年度終年次)

担当者上辻久敏

1 目的

植物バイオマス資源の中でも木質バイオマスは、膨大な有機炭素源として注目されているが、木材

中に約 30拡含まれるリグニンとよばれる天然の防腐成分が、糖質の変換利用の妨げとなる場合がある。

本研究課題で生産系開発に取り組むリグニン分解酵素は、木質バイオマス利用の妨げとなるリグニン

の分解処理への応用が期待されている物質である。これまでこの物質が産業利用に至っていない理由

として、大量に生産する方法がないことがあげられる。そこで、本研究課題では、固体培養系を用い

たログニン分解酵素の大量生産系の確立をめぎして研究する。

Z 方法

2. 1 培養条件の検討

白色腐朽菌を用いて、同体培地に酵素生産の誘導物質を除加した条件で、培養スケーノレの拡大や生

産期間の短縮化について検討した。培養条件は、培地中に生産された酵素活性を測定することで評価

した。

2.2 酵索の回収方法の検討

液体培養に対して固体培養の欠点である生産物の回収が困難な点を改善するために‘固体培地中に

生産されたりグニン分解酵素を回収する条件や濃縮条件について検討した。

2.3 国体培地において選抜菌株の生産する分解酵素の反応性

弱陰イオン交換樹脂カラムを用いて部分精製した酵素を用いて高分子基質に対する反応性について検討

した。

3 結果

3.1 培養条件の検討

培養スケーノレを拡大することで、生産される酵素量が増大した。しかし、培養スケールを拡大する

ことで培養期間が長くなる傾向が認められた。

3.2 酵素回収方法の検討

酸性から中性域で酵素を回収することができ、回収後の粗酵素液の残存活性について酸性から中性

域で高い安定性を有していた。生産後の用途にあわせて凹収に用いる緩衝液を選択できる可能性があ

るロ回収した粗酵素液の濃縮については、加温した減圧濃縮が可能で、低温での限外積過濃縮と同等

の高い収率で濃縮した酵素を得ることが可能であった。

3.3 団体培地において選抜蘭株の生産する分解酵素の分離と反応性

部分精製酵素の反応性については、恥依存性の酸化反応だけでな< Mn 非依存的な反応性が認められ

た。また、リグニンと類似した芳香族の高分子に対して、直接的に作用できる反応性を有していたp
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地域密着型研究:受託

高精度資源情報を活用した森林経営計画策定支援システムの構築と検証

(崩本水産省新たな農榔産政策を雌する実用技術開発事業9

(平成 24~26 年度初年次)

担当者古川邦明大綱智宏渡遺仁志大重隆太郎

1 目的

森林資源は持続的に再生可能な、日木にとって貴重な資源である。森林資源を有効に利用すること

は、森林の荒廃を紡ぐとともに炭素排尚を軽減して低炭素化社会を実現する一助となる。このため、

平成 21 年に公表された森林・林業再生プランにおいては、多面的機能の発揮、地域資源創造型の林業

再生、木材利用による低炭素化社会の実現という 3 つの理念が示されているロ森林・林業再生プラン

の実現には施業の集約化が重要であり、 GIS による空間情報は集約的な経営計画立案に不可欠である。

また、県では WebGIS を活用し、このような先端的な成果を活用して森林経営計画策定を指導寸る体制

の整備を進めているが、中核をなす森林簿データは現況との和維が指摘されている。

そこで本課題では、産官学が連携して、高精度な森林情報に基づいた森林経営計画の策定を支援「

るシステムを開発・提供し、森林組合等が環境に配慮した経営計画の効率的な策定を可能とすること

を目的とする。

2 方法

2. 1 共同研究体制

本研究課題の共同研究体制を表 l に示す。中課題 1~5 に区分し、それぞれ担当機関が連携して研

究を進める。

表 1 共同研究体制

研究項目 担当機関

研究総括者 岐車大学流域圏科学研買センター

1 広域の森林資源情報の更新技術の確立

(1) 森林事イプ分類図・施業団地図の作成 岐阜大学流域圏科学研宮セン世ー

(2)林冠高・樹措閉鎖度分布の推定手法の高度化 中日本航空

(3)蓄積分布の推定手法の汎用化 中部大学中部高等学術研究所

2 高精度3 次元森林情報による森林経営計画の策定手法の体系化

(1) 3 次元森林情報を活用した経営計画策定支懐技術開発と体系化 岐阜県森林研究所

(2)引S による 3次元森林情報の公開と利用方法の体系化 岐阜県林政部森林整備課

3 経営計固策定マニュアル作成 岐車県森林研究所

4 経宮計画策定の実征 可茂森林組合

5 普及支援業務

(1)経営計画策定に関する指導 帳阜県司躍農林事務所

(2) 教育・研修プログラムの作成 岨阜県立森林文化アカデミー

2.2 3 次元森林情報を活用した森林計画策定支援技術開発と体系化

加茂郡御嵩町の町有林の約 500ha をモテツレ地区として、中課題 1 で解析されたデータと現地調査と

を統合して、経営計画策定に求められる森林情報について検討した。
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1)成長予測

中課題 1 で得られた林分材積(以下、 RS 材積)と現地調査で得られた胸高直径(以下、現地 DBH)

と立木密度から、 RS 材積となるような樹高(以下、仮樹高)を算出し、その仮樹高と現地 DBH、立木密

度を用いて林分全体の成長予測手法を検討した。

2) 木材生産コスト分布

ロングリーチグラップノレ (314DCR : CAT 社製、最大作業半径 12m) による間伐作業での集材に要する

時間観測調査を行った。調査は、間伐時に立木を斜面下方に伐倒した場合と、斜面上方に伐倒した場

合と比較し、作業道からの立木までの距離と所要時間の関係について検討した。これに、中課題 1 で

得られた 3次元森林データと既存の森林情報を GIS 上で統合し、木材生産量の予測lおよび生産性とコ

スト分布を試算した。

3) リモートセンシンク、による材積と森林簿材積の比較

RS 材積分布図と森林計画図を GIS 上で重ね合わせ、森林簿の林小斑ポリゴンによるゾーン統計

(Zonal Statistics)処理により、林小班毎の RS 材積と森林簿材積を比較した。

3. 結果

3.1 3 次元森林情報を活用した森林計画策定支援具術開発と体系化

1 )成長予測

仮樹高の精度は低く、成長予測lへの使 1醐一一一一一一一一一一一 畑←一一一 一一一一

周は困難であった(図 1)。そこで、 2年 12山一 一

次では仮樹高に代わって、 RS 材積を求め

る課程で計算されている林冠高の分布等

の情報から、林冠高が同ーと見なせる林

分の区分図を作成し、林分の樹高は、現

地調査によることで、最低限の現地調査

で広域成長予測手法を検討する。

2)木材生産コスト分布

ロングリーチグラップノレ

による木寄せ作業では、材

積による集材時間への影響

は認められなかった。一方、

距離と集材時間には弱い相

関が認められたが、道路か

ら 25m 以上の立木はグラッ

プノレでの直接把持はできなかった。 25m 以上林分から集材が必要であれば、 25皿以内も含め立木もスイ

ングヤーダ等簡易架線での集材を選択すべきである。初年次の結果から、路網から 100m 以内の最適な

使用機械について表 2 にまとめた。

3) リモートセンシングによる材積と森林簿材積の比較

森林簿の林小班材積は RS 材積に比べ、平均で約 150m3/ha (標準偏差 271) 材積は少ない結果であっ

た。さらに現地調査と RS 材積との比較では、現地調査での材積が多くなる傾向が認められた。森林簿

材積に基づいた素材生産計画では、計画期間中に 5， 384m3 が素材生産計画量となるのに対し、 RS 材積

に基づいた素材生産計画では、計画期間中の素材生産計画は1O， 548m3 となり、約 2 倍の違いが生じた。

1000 ←一一一一一一…""--..... 竺三一一一一ー

官醐←一ーがι一一→ ー吋『耕一

監醐~一一一一一網野予刈
400 --_~_.・一品島園・ 4臨咽407-E4E咽巴臨------…

2ω 一一 } 100 

。一一一一「一一一一一一~ い…一一一 十一一
50 70 90 110 40ω80 1∞ 

林鈴(lf.) 林齢(年}

図 1 成長予測結果(実測と RS 材積に基づく予測)

表 2 モデル地隠のE臣離別作業方法と作業時間

道からの モヂル区内
zg離(m) 商積(h.)

12 34.194 

25 35.24ゆ

50 61.870 

100 102.778 

作業方法
築材サイウル
時間(秒/悶人)

31 

57 

200 

220 

事
数
一
!
!

従
者
一
1
1
2
2

口ングリーチグラップル

ロングリーチグラップル

スイングヤーダ

スイングヤーダ

19 -



地域密着型研究受託

生態系保全のための土と木のハイブリッド治山構造物の開発

(農林水産省新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業)

(平成 24 年度~26 年度初年次)

担当者臼田寿生土肥基生和多同友宏

1 目的

治山構造物は主に山地災害の防止を目的として施工されるが、最近では渓流や I-li地の生態系保全に

苓与することも要請されている。そこで、材料に土と木を用いて、構造を工夫することにより、水生

生物等の遡上や降下を容易にし、渓流の侵食も軽減できる治山構造物を開発する。さらに、開発する

治山構造物の設計・施工・維持管理の指針を作成し、全国的に普及させるこ E により、山地災害の防

止と生態系保全の促進を図る。

2 方法

本研究課題において新たに開発する構造物の基礎データとして、施工後 5年以上経過した岐阜県内

の木製治山構造物の木部材について、腐朽速度を調査した(図-1 )。調査した木製治山構造物の内

訳は、えん堤が 4基と流路工、護岸工、沈床工がそれぞれ 1 箇所である。各構造物の部材の腐朽速度

は、レジストグラフ (IML-RESI F500SX) で腐朽厚を計測し、その値を設置からの経過年数で割るこ

左により算出した。なおy 調査した部材については、えん堤は下流側の露出している横木のみを対象

とした。腐朽厚の計調H位置は 1m間隔を標準とし、放水路付近については中心部とそこから左右へ 0.5

mの位置とした(図 2) 。また、その他の構造物はすべての部材を対象とし、腐朽厚の計測はその

うちから一部を抽出して行った。

図 1 調査箇所位置図 図-2 腐朽厚計測位置
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3. 結果

表 1 にえん堤の腐朽速度調査結果を、表ー 2 に流路工等の腐朽速度調査結果を示す。えん堤の腐

朽速度については、放水路より下の本体部とそれより上の袖部に分類し、流路工等は護岸部と沈床部

に分類して示した。なお、調査した構造物のうち、最も経過年数が大きかった中津川市のえん堤につ

いては、袖部の一部が腐朽等により欠損していたため、残存する部材のみから腐朽速度を算出した。

えん堤の本体部と袖部の腐朽速度を比較すると、全ての箇所において本体部よりも袖部の方がより

腐朽が進む傾向がみられた。また、流路工、沈床工および護岸工の調査においては、沈床部と比べて

護岸部の腐朽がより進む傾向が見られた。これらの結果から、水の流れがある渓床部に近い方が腐朽

は進みにくい可能性が示唆された。

表-1 木製治山えん堤の腐朽速度調査結果

施工 経過 常 流域面積 年平均 平均腐朽速度 平均腐朽速度
施工箇所 エ種 材種

年度 年数 7)<. (ha) 気温 ("C) 袖部(剛/年) 本体部(剛d年)

1.83 
1988 24 中津川市 福岡町福岡 床国エ カラマツ 有 51 13.0 1. 21 

※一部欠損

2001 10.5 恵那市 長島町正家 '"止工 ヒノキ 無 9.4 13.0 2.37 . 1, 95 

スギ
2003 9 揖斐川町 谷汲大洞 床図工 無 12, 8 15.2 4.88 3, 83 

(皮付)

スギ
2004 8 美濃市 古城山 宅島止工 有 11. 1 14 , 6 4.22 3.05 

(皮付)

表-2 木製流路工等の腐朽速度調査結果

施工 経過 常 流域箇積 年平均 平均腐朽速度 平均腐朽速度
施工箇所 工種 材種、

年度 年数 水 (ha) 気温("C) 護岸部(剛/年) 沈床部胸n/年)

2002 10 郡上市 白鳥町野添 流路工 ヒノキ 無 11. 6 11. 4 3.06 1. 59 

護岸工 スギ 下流側 4.78
2004 B 美濃市 古城山 有 11. 1 14.6 2, 34 

沈底工 (皮付) ;荒心組1) 3, 47 
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受託研究

多雪地域における人工林の針広混交林化に関する研究

(中部電力株式会社)

(平成 24 年度単年度)

担当者波漣仁志和多旧友宏岡本卓也 問中伸治

1 目的

針築樹人工林に広葉樹を導入して造成される針広混交林への期待が高まっている。しかし、混交林

化への技術的な指針は未確立であり、特に多雪地域、野生獣類の生息地域の人工林において広葉樹を

導入する場合、幼齢時に受ける雪圧害・食害は、成林の大きな限害要因となっている。本研究では、

多雪地域における人工林の垂|広混交林化の技術を検討するため、林内環境(特に積雪環境)の把握お

よび雪害と食害が同時に発生する地域における広葉樹導入方法を検討する。本研究は中部電力株式会

社の委託により実施寸るものである。

2. 方法

2. 1 調査区の設定および植栽広葉樹の成長調査

冠雪害跡地における広葉樹導入と食害・雪圧害対策の効率的な手法の検討を目的として、郡上市大

和町内ヶ谷(中部電力株式会社の社有林、標高 800~830m) の冠雪害跡地 (2 箇所)に食害対策として

鋼製の侵入防止柵を設置した調査区(冠雪害跡地 1) 左未設置の対照区(冠雪害跡地 2) を設け、 2012

年 5 月にミズナラ、ホオノキ、ミズキ、ミズメ、およびヤマハンノキを植栽した。 2012 年 5 月と 11

月に毎木調査を実施し、樹高，l::根元直径を測定した。 2012 年 11 月には、ヒノキ林 (1 林分)に調査区

(ヒノキ林 1) を設け、雪圧害対策として雪圧抑制工(杭打ち工とグライド抑制工)を施工した。

また、食害対策資材の雪圧耐性を明らかにするため、冠雪害跡地 I に立木を支柱として用いた防獣

綱とヒノキ林 l に市販の単木保護資材を設置した。

2. 2 林肉環境の測定

2011 年 11 月~翌 5 月にかけて、林内と林外に設置した最深積雪指示計により積雪環境を観測した。

2012 年 5 月 ~11 月にかけて、降水量と気温を測定した。 8 月下旬~9 月上旬にアゾ色素フィルムを使戸

用して林内の相対日射量を測定した。センサ一式カメラにより、大型野生獣類の生息状況を調査した。

3 結果

2011/2012 冬期の最深積雪は林内で 120cm、林外で 140cm、根雪期間は 12 月中旬から翌 4 月上旬で

あった。調査区付近では、ニホンジカ、ニホンカモシカが確認された。

冠雪害跡地 2 (食害対策未実施)では植栽広葉樹の食害が認められた。冠雪害跡地に設置した調査

区の相対日射量は 26. 9~28. 9%で、光環境は定性間伐を実施したスギ林内の調査区(平成 23 年度業

務報告参照)よりもよいと考えられた。今後は、植栽広葉樹の成長調査を継続すると止もに、雪圧害

および食害対策資材の耐久性をモニタリングしていく必要がある。
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、

調査事業等

東アジア酸性雨モニタリングネットワーク

酸性雨モニタリング(土壌・植生)調査

(環境省調査委託業務)

1 目的

担当者回中伸治

環境省は、 1998 年に東アジア酸性雨モニタリングネットワーク (EANET) を設立し、国内の代表的

な森林における酸性雨による生態系への影響を早期に把握するために、東アジア 10 ヶ固とともに酸性

雨モニタリング調査を実施している。県内では、酸性雨の現状や生態系への影響を明らかにするため

に、伊自良湖(山県市)および大和(郡上市)でモニ9 リング調査を行っているロ当所は、これらの

調査のうち、森林(植生)調査を実施している。

なお、この調査は、環境省の委託により全国で実施される調査の一部であり、県環境生活部環境管

理課の依頼により実施するものである。

2目方法

2.1 調査場所

伊自良湖(山県市長滝釜ヶ谷)

大和(郡上市大和町古道)

ヒノキ壮齢人工林

ヒノキ高齢人工林

2. 2 調査方法

環境省地球環境局と(財)日本環境衛生センター酸性雨研究センターが作成した「土壌・植生モニ

タリング手引書(平成 15 年 3 月) J に基づいて現地調査を行った(アンダーラインは今年度実施した

調査項目)。

-盤盟週室
・塞退産週2主
.毎木調査

・ 4笹生調査

3.1 調査結果

立盟盤担遡査

樹勢、樹形、枯損等の目視調室L盟通亙豆墓擾塁三

主要樹穣の樹高、胸高直径の測定 ( 5 年毎に調査を実施、次期平成 28 年度)

下層植生の植物相と優占度の調査 (5年毎に調査を実施、次期半成 28 年度)

3. 結果

調査した林分でl士、樹勢、樹形などに異常が認められた個体があった。これらはいずれも、個体問

競争や気象害などによるものであると考えられ、酸性雨などが原因である止考えられる林木の衰退は

みられなかった。

3.2 調査結果の提出
調査結果は、とりまとめて県環境生活部環境管理課に提出した巴
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調査事業等

特用林産物研修等事業

担当者上社久敏水谷和人

1 目的

キノコ生産者等に役立つ情報を提供し、栽培技術の向上を図るため、研究開発等で得られ

た成果を技術移転するロまた、併せて試験研究の効率化を図るため、野外等で収集、分離し

継代培養してきたキノコ菌株を貴重な遺伝資源左して管理する。

2. 事業概要

2.1 技術研修等

岡ナメコ菌床栽培における雑菌混入原因の調査 (4 月 14 日 生産者 l 名)

.未利用資源、を活用した栽培試験結果の説明と情報交換

(5 月 12 日、生産者 6 名、県 2 名)

・シイタケ子実体の変色研究について説明 E情報交換

(7 月 3 日、生産者 12 名)

・キノコ生産者施設の落下菌調査 (7 月 25 日生産者 l 名)

・インターンシップ 糸状菌の無菌操作の研修 (8 月 24 日 鳥取大学学生 1 名)

・ナメコ菌床栽培における菌糸伸長不良の調査 (10 月初日 生産者 1 名)

・ヒラタケの病気診断 (11 月初日 生産者 l 名)

・シイタケ研究の紹介と情報交換 (12 月 10 日 市場関係者 4 名、県 3 名)

・ナメコ菌床栽培における菌糸伸長不良の翻査 (2 月 5 日 生産者 1 名)

・ナメコの変色原因診断 (3 月 l 日 生産者 1 名)

-菌床の含水率と pH 測定方法研修 (3 月 15 日 生産者 l 名)

.栗殻の利用等キノコ栽培試験方法について

(3 月 29 日 恵那農林高校食品科学科学生等 5 名)

2. 2 キノコ遺伝資源管理

-県内で採取したキノコ野生菌株の菌糸分離、冷蔵保存(シイタケ 3 株)

.保存菌株の継代培養の実施

・保存菌株を用いで、キノコの生産する有用物質について調査の実施
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技術指導・相談業務等





研究業務

1. 技術指導・棺餓業務

当所では技術指導，・相談業務に応じており、本年度の相談件数は次のとおりでした。

区分 造林 森林 機能 森林 特用 その他 合計

保護 保全 利用 林産

森林 2 1 2 4 。 。 9 

組合

林業 2 。 。 。 。 1 3, 

事業体

林産 。 。 。 4 。 。 4 

事業体

その他 7 1 1 1 3 20 4 46 

企業

行政 1 5 1 3 1 6 5 4 5 58 

機関

個人 6 9 。 4 7 2 28 

その他 4 2 1 2 4 3 1 6 

合計 36 3 6 20 22 3 5 1 5 164 

」

2. ソフト及び資料の昆布

当所では成果の普及のためソフト及び資料の配布をしており、本年度の西日布部数は次のとおりでした。

名 称 配布数等

冊子「木材生産のための落葉広葉樹次林の徐伐・閣伐のしかた」 1 3 1 (部)

森林担~量システム(ホームベージによる公開) 157 (~ ウンロートー件数}

密度管理計算カード 1 6 (枚)

システム収穫表プログラム「シノレブの森・岐阜県東濃ヒノキ版J

冊子「シルブの森操作説明書j 22 (部)

システム収穫表プログラム「シノレプの森・岐阜県スギ版J

冊子 Iシノレプの森操作説明書」 22 (部)

冊子「林内景観の整備のしかた止考え方」 2 L書店)

冊子「ヒノキ人工林の表土流亡を防ぐためにJ 8 7 (部)

同要約版 102 (部)

冊子 f広葉樹二次林で手入れする山を見分ける方法I 1 50 (音1)

GPS関連ツーノレ 5 

作業道計画支援ツーノレ 20 

冊子「クマハギ防止対策の手引き J 118 (部)

林床を利用した林産物の栽培マニュアノレ(ホームベージによる公開) 1 7 <r駒田ート件数)

冊子 Iナァ枯れ被害を防ぐためにJ 107 (部)

スギ・ヒノキの細り早見カード 日 (枚)

冊子「関東・中部地域で林地生産を目指す特用林産物の安定生産技術マニュア 40 (部)

ノレj

冊子 f森林作業道開設の手引き 土砂を流出させない道づくり J 292 (部)
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3. 巡回技術支援業務

当所では農林水産従事者等が抱える課題の解決を図るため、現場などで技術的な支援を実施しており、本年

度の実施件数は次のとおりでした。

区分 造林 森林 機能 森林 特用 その他 合計

保護 保全 利用 林産

件数 9 2 2 1 2 2 1 8 

4. 緊急際題技術支援業務

当所では農林水産従事者等から緊急性の高い技術的課題や新製品開発などの要請があった場合に、現場など

で集中的に技術支援を実施しており、本年度の実施件数は次のとおりでした。

区分 造林 森林 機能 森林 特用 その他 合計

保護 保全 利用 林産

件数 4 1 1 1 。 1 8 

5 新技術移転促進業務

当所では県が開発した新技術および産業振興が期待される先端技術を農林水産従事者等へ移転するため、講

習会の開催や現場などで技術的な支援を実施しており、本年度の実施件数は次のとおりでした。

区分 造林 森林 機能 森林 特用 その他 合計

保護 保全 利用 林産

件数 。 2 2 自 。 。 1 2 

6. 研究会・構演等

当所では農林水産従事者等を対象とした、研究会・講習会・出前講演等を実施しており、本年度の実施件

数は次のとおりでした。

区分 造林 森林 機能 森林

保護 保全 利用

件数 3 5 3 5 

7. 森林研究所の成果鎗寝

( 1 )平成 24年度岐阜県森林研究所研究・成果発表会

開催日:平成 24年 7 月 20 日

特用 その他

林産

。 1 0 

場所:美濃市生櫛中濃総合庁舎 5 階大会議室(出席者 220名)

発 表 課 題

合計
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発 表 者

人工林を広葉樹林にもどす可能性~実用化事業 I広葉樹林化プロジェ (独)森林総合研究所森林植生

クト j の成果から~

ヒノキ人工林における下層植生の回復を考える

スギの造林を見つめなおす

作業道における表土ブロック積み工法の法面保護効果

(2 )平成 24年度岐阜県森林・林業関係合同発表会

開催日:平成 2 5年 2 月日日

研究領域長

専門研究員

主任専門研究員

専門研究員

場所‘関市若草通 わかくさ・プラザ多目的ホーノレ(出席者 160名)
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田中治

渡遺仁志

茂木靖和

回目寿生



発表課題

もう一度採材について考えてみましょう

酵素の働きから十ラ枯れ防除を考える

S 研究資料の作成

発表

専門研究員

専門研究員

者

大洞智宏

上辻久敏

当所で得られた成果は研究報告や森林研情報等にまとめますロ本年度の概要は次のとおりです。

資料の種類 表 題 氏名

岐阜県森林 ナラ枯れ被害木の短木処理によるカシノナガキクイムシの駆除効果 大橋章博・

研究所 佐藤公美、

研究報告 おとり木トラップによるカシノナガキクイムシの防除効果 大橋章博

第42号 26年生カツフ人工林の成長過程 大綱智宏・

渡遁仁志ら

ヒノキ 2 年生コンァナ苗の植栽功程と初期生存率 渡遺仁志・

臼回寿生・

茂木靖和

ヒノキコンテナ苗の育成における施肥条件の違いが苗伸長量に及ぼす影響 茂木靖和・ | 
渡遺仁志・

上辻久敏ら

オカラを添加したエりンギ菌床栽培における酵素処理の影響 上辻久敏・

水谷和人

ぎふ森林研 “もう一度"採材について考えてみましょう 大綱智宏

情報 シカの年齢を調べる 個体群管理に向けてー 岡本卓也

No.82 森林作業道からの濁水流出を防ぐためにー林地の濁水流出防止効果ー 臼田寿生

細菌がマツタケの胞子発芽}を促進する 水谷和人|
正しいワイヤスプ7イス技術を習得するために 長屋公二|

9. 学会能、専門誌等への投稿

(1)学会誌や専門誌など学術誌への投稿は次のとおりです。

機関誌名 発行者 課 題 氏名

林木の育種No 社団法人林木 シュート育成培地における活性炭濃度が岐阜県産少花粉 茂木靖和

243 育種協会 (2012 ヒノキ益田 5 号のシュート伸長と発根に及ぼす影響

4) 

機械化林業6 社団法人林業 作業道における表土ブロック積み工法の法面保護効果 臼田寿生

月号 機械化協会 (201

2.6) 

グリーン・エ 日本緑化センタ 岐阜県におけるナフ枯れ被害の発生状況ど防除への取り 大橋章博

ージ8月号 組み

山林第 1539 社団法人大日 林業バイオマスの効率的な収集・運搬に向けて 陣川雅樹・

号 本 ιl 林会 吉田智佳史

(2012.8) -古川邦明

森林総合研究 森林総合研究所 木質バイオマスの利用で化石燃料を20%カット 陣川雅樹・

所平成24年版 (2012.7) 古川 l邦明・

研究成果選集 臼田寿生

他10名

林業新知識No 全国林業改良普 「市町村森林管理員会J の設立から実践へ(岐阜県) 大重隆太郎

707 及協会 (2012. 10 
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中部森林研究 中部森林学会 育苗条件がヒノキさし木苗の伸長量に及ぼす影響 茂木靖和・

第61号 渡退仁志・

上辻久敏

育苗時の施肥条件が植栽後のヒノキ苗の初期成長に及ぼ 渡溢仁志・

す影響 茂木靖和

スギノに E林皆伐跡地での広葉樹の更新状況 大綱智宏他

林木の育種24 社団法人林木 岐阜県中部の寡雪地帯における壮齢スギ在来品種の成長 渡遺仁志・

4 育種協会 (2012 茂木靖和

週間農林第 株式会社農林 ヒノキコンテナ苗の施肥条件(森林遺伝育種学会におけ 茂木靖和

2172 号 出版社 (2013. 1. る発表内容紹介)

15 

( 2) 機関誌等への投稿は次のとおりです。

機関誌名 発行者 表 題 氏名

森林のたより 岐阜県山林協会 4月 ナフ枯れの被害跡地はどうなるのか? 大洞智宏

5月 埋土種子から当年生実生が予測できるか 田中仲i台

6月 スギの品種を考える~下呂実験林の調査データか 渡遺仁志

ら~
7月 スギの植栽密度を考える~下呂実験林の調査デー 茂木靖和

タから~

B 月 スギの下刈り軽減を考える~下呂実験林の調査デ 波注仁志

ータから~

日月 間伐残材(端材)の収集運搬の採算性~トラック 古川邦明

による収集運搬~

10 月 作業道における表土ブロック積み工法の法面保護 臼田寿生

効果

11月 7ツタケと細菌の不思議な関係 水谷和人

12 月 森林研究所における木材(建築材)研究の取り組 土肥基生

み

l月 伐採して初めて気付くヒノキ根株心腐病被害 大橋章博

2月キノコのスーパー能力を木質利用に役立てる研究ー 上社久敏

木材を分解する酵素に着目してー

3月採材について改めて考えてみませんか 大綱智宏

, O. 学会等での発表
大会名等 開催地 発表課題 氏名

日本きのこ学 東京農大 岐阜県で分離されたPhellinus linteus PL-1株によるリ 上辻久敏・

会第16回大会 グニン分解酵素の生産 水谷和人

第 2 回中部 信州大学農学部 育苗条件がヒノキさし木苗の伸長最に及ぼす影響 茂木靖和・

森林学会大会 渡遁仁志・

上辻久敏

育苗時の施肥条件が植栽後のヒノキ苗の初期成長に及ぼ 渡遺仁志・

す影響 茂木靖和

スギ人工林皆伐跡地での広葉樹の更新状況 大j同智宏他

ナラ枯れ被害木の短木処理によるカシノナガキクイムシ 大橋章博・

の駆除効果 佐藤公美
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カシノナガキクイムシの穿入手しから脱出した捕食者相 伊藤昌明・ | 
大橋章博

第l回森林遺 東尽大学農学部 ヒノキコンテナ苗の育成における櫨肥条件の検討 茂木靖和

伝育種学会大

dヱkヰ

中部山岳育種区の寡雪地域におけるスギ在来品種の成長 渡遺仁志・

にみられる差異 岐阜県と長野県の品種試験地における 茂木靖和ら

比較ー

花粉の少なlいヒノキ精英樹の挿し木発根性に影響する要 袴田哲司・

因 挿し穂のサイズ、用土の種類、挿穂部位、母樹の違 茂木靖和

いの検討一 他2名

第19回森林利 信州大学農学部 森林作業道における濁水流出防止対策の効果ー沈砂池の 臼田寿生・

用学会学術研 効果ー 古川邦明他

究発表会およ

び意見交換会

日本生態学会 静岡県コンベン 地表回保護の面からみた針葉樹人工林3種における林床被 渡遺仁志

第60聞大会 ションアーツセ 覆の差異

ンター

園芸学会平成 東尽農工大学小 光量がヒノキの発根に及ぼす影響 茂木靖和

25年度春季大 金井キャンパス
zコ2b5h 

第 124 回日本 岩手大学 酵素処理がコナ7 ・ミズナラ辺材部の変色形成に及ぼす 上社久敏・

森林学会大会 影響 岡本卓也・

大橋章博

ヒノキ2年生コンテナ苗の植栽功程と初期生存率 波遺仁志・

茂木靖和・

臼旧寿生

ササ地化した落葉広葉樹林皆伐跡地における稚樹の消長 大i同智宏ら

ナフ枯れ被害木の薪処理によるカシノナガキクイムシの 大橋章博

駆除効果1I -5月に分割した場合の効果lこついてー

高標高地域で発生したナ7枯れ枯死木におけるカシノナ 伊藤昌明・

ガキクイムシの穿入密度 大橋章博

森林作業道における濁水流出防止対策の検討ー林地の濁水 臼田寿生ら

流出防止効果

林内在林道に械積みした林地残材の含水率変動 古川邦明ら

1 1. 人材の育成

対象者 内 令$ 期 間

岐阜大学応用生物科学部 森林研究所の試験研究業務におけ 8. 27~31 

環境生態科学コース 3 年 るインターンシップ実習

鳥取大学農学部生物資源環境学 森林研究所の試験研究業務におけ 8. 20~31 

科環境共生科学コース 3年 るインターンシップ実習

京都大学大学院生・東京農工大 架線集材現地調査(恵那市串原) 12目 14

学生
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12. 啓発活動

内 容 開催日 開催場所 参加人数

中国湖北省林業科学研究院訪日考察団来所 8.10 森林研究所(美濃市) 林業科学研

究院研究員3

名

森と木のふれあいフェア 2012 出展 10. 27~ (県庁前芝生.森林研職員 般県民1 ，

28 530名

岐阜大学プェア 2012 出展 11. 2~3 岐阜大学(岐阜市) 企業・大学

関係者等多

数

岐阜農林両校来所 12. 13 森林研究所(美濃市) 森林科学科3

年生

岐阜地域産官学連携父流会 2.26 岐阜商工会議所(岐阜市) 企業・大学

関係者当多

数
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普及業務

普及企画係の林業普及指導員が当所研究員、県林政部各課ならびに農林事務所等との連携のもとに普及業務

を実施しました。

1. 指導業務

当所では技術指導・相談等を実胞しており、本年度の指導件数は次のとおりでした。

区分 林業経営 造林 森林保護 森林機能保全 林産 特月林産 林業機械 合計

林家 1 2 2 9 1 33 

会社等事業体 6 1 0 1 1 1 1 5 43 

市町村 1 2 3 1 1 6 

森林組合 1 6 1 1 0 54 8 1 

林業グループ 5 2 5 1 2 1 5 

その他 25 1 1 9 3 1 9 35 102 

合計 6 5 1 6 32 9 6 0 1 08 290 

2. 普及用資料等の配布

当所では林業普及員が作成したテキスト等の配布をしており、本年度の配布実績は次のとおりでした

名 称 配布数等

森林作業道切り肩・盛土尻の簡易位置出しカード I切り盛りくん」 1 9 (部)

森林作業道へアピンカーブ杭の簡易位置出しカード「へアピンくんj 22 (部)

写真図解ワイヤスプライスの手引き 62 (r?ン←卜件数)

3. 研修業務

当所では人材育成のための各種研修を実施しており、本年度は次のとおりでしたむ

(1)林業普及指導員・林政部職員等の研修

研修名 実施時期 対象者 場所

Ag 新イ壬者研修 4 月 2 5 日 新任Ag 、再任Ag
森林研究所講堂

森林文化アカデミー演習林

伐木等作業特別教育
5 月 1 1 日 特別教育未修了の 森林文化アカデミー研修棟

-12 日 林政部職員 森林文化アカデミー演習林

刈払安機全取衛扱生い教作育業者 6 月 1 5 日
安全衛生教育未修了

森林研究所
の林政部職員

Ag伝達研修 9 月 20 日 Ag及び林政部職員 森林研究所

Ag ブオレスター研修
10 月 2 1 日

Ag 及び林政部職員
森林研究所講堂

1 0 月 22 日 アカデミー演習林

Ag伝達研修 1 月 2 2 日 Ag 及び林政部職員 森林研究所講堂
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対象人員

4 

1 3 

9 

29 

1 6 

9 
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(2) 林業技術者の育成研修

研修名 実施時期 対象者 場所 対象人員

向性能林業機械 日月 2 7 日
岐阜中央森林組合 山県市円原地内 5 

オベレタ養成研修 ~日月 1 4 日

高性能林業機械 1'2 月 3 13 
西南濃森林組合 大垣市ヒ石津町牧田地内 6 

オベレ タ養成研修 ~2 1 日

(3) 講師要請のあった研修

研修名 実施時期 対象者 場所 対象人員

5 月 24 日 森林作業道開設事業を
森林文化アカデミ」

作業道等開設研修 テクニカノレセンター 6 7 
~2 5 日 行おうとする事業者

及び美濃市蕨生地内

上級森林整備技術者
6 月 1 日 ひだ森林整備協働組合 古城建設会館 1 2 

養成研修

緑の担い手参入研修 6 月 5 日
林業就労を検討して 森林文化アカデミー

6 
いる林業未就労者 テクニカノレセンター

5 月 1 8 日~ 森林文化アカデミー 1 8 

施業プランナー育成研修 2 月 22 日 林業事業体の受講者 テクニカノレセンター

の 8 日間 演習林

上級森林整備技術者
7 月 1 7 日

いび森林資源活用 いび森林資源
日

養成研窒 センター協同組合 活用センター

上級森林整備技術者
7 月 30 日 美濃建設業協会 美濃建設業会館 1 0 

養成研修

上級森林整備技術者
1 0 月日日 岐阜地区建設業者 美濃市和紙の里会館 4 

養成研修

かかり木処理研修
10 月 25 日

八百津町内の林業者
八百津町八百津地内 6 

八百津町森林組合

キノコ栽培研修会 1 0 月 2 9 日
白川町菌床しいたけ

生産組合
白川町内生産施設 3 

緑の雇用
1 0 月 3 1 日

緑の雇用就労 5年以上 森林文化アカデミー
1 4 

ブオレストリーダー研修 の林業技術者 テクニカノレセンター

林業就業体験研修 1 1 月 1 日
飛騨両山局校 両山市清見町牧ヶ洞地内

2 3 
環境科学科 2年生 飛騨高山高校演習林

緑の雇用
1 1 月 8 日

緑の雇用就労 5年以上 森林文化アカデミ}
1 4 

ブオレストリーダー研修 の林業技術者 テクニカノレセンター

緑の参入研修 1 1 月 1 3 日
林業就労を検討して 森林文化アカデミー

5 
いる林業未就労者 テクニカノレセンター

緑の雇用 ブオレスト
1 1 月 26 日

緑の雇用就労 3年目の 森林文化アカデミ}
1 0 

ワーカー 3 年目研修 林業技術者 テクニカノレセンター

キノコ料理教室 1 2 月 1 4 日
大垣桜両等学校

大垣桜高等学校 3 8 
生活文化科 2年生

恵那農林事務所管内

プランナー支援研主会 1 月 29 日 施業プラト/ナ」研修 中津川市付知町 22 

受講者

林業就業支援講習 1 月 3 1 日
林業就労を検討して

いる林業未就労者
森林研究所講堂 6 
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4 林業グループ等の活動支援

当所では普及客体である林業グループや林業者技術者の団体の活動支援を行っており、本年度は以下のよう

な活動に対する支援を行し、ました。

活動内容 団体等 実緬時期 場所 参加者数

普及指導協力員連絡会議 指導林家、林業作業士等 6 月 20 日 森林研究所講堂 1 4 

結成回50周業年グ記念大プ会大
(第58 林 ノレー 会)

岐阜連県林絡協業議グル会ープ 7 月 1 2 日 高山市1E岡町 111 

技術交換研修会 県内林業グループ 7 月 1 3 日 高山市内 48 

女性林業グループ交流集会 県内女性林業グループ 9 月 5 日 揖斐川町藤橋地内 6 5 

森林技術師大会 岐阜連県絡森協林議技会術師 3 月日日 山県市大桑地内 1 6 

5. 市町村森林管理委員会に対する支援

当所では、市町村が設置した森林管理委員会の会議等にオブザーバ}出席するなどの支援を行っており、本

年度は、次のとおりでした。

市町村名 会議出席回数

関市

郡上市 6 

揖斐川町 1 

池田町 1 
」

6. 普及臭繊発表

平成 24 年度岐阜県森林・林業関係合同発表会

開催日平成 25年 2 月日日

その他の支援の回数

1 

2 

1 

場所.関市わかくさプラザ多目的ホーノレ(出席者 :270 名)

発 表 課 題 発 表 者

林業普及指導員の普及活動実績発表 (4 題) 県内農林事務所林業普及指導員

安全なワイヤロープ作業のために 林業普及指導員 長屋公ニ

農林高校生の課題研究発表 (2 題) 郡上向校、飛騨I閉山同校

7. 機関誌等への投稿

機関誌等への投稿は次のとおりでした。

機関誌名 発行者 表 題 氏名

5月号 施業プランナー養成基礎研修修了~実績発表会~

6月号 へアピンカーブ設計支援ツーノレ
長屋公三

森林のたより 岐阜県山林協会 「へアピンくんJ を作成しました

7月号平成24年度施業プランナー研修はじまる 下野俊彦

10月号毒キノコには注意しましょう! 井戸好美
」
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12月号 高性能林業機械オベレークー養成研修
f也戸秀隆

森林のたより 岐阜県山林協会 (課題解決のための技術)

2月号 市町村森林管理委員会の取組
大重隆太郎

(課題解決の仕組みづくり)

林業新知識 全国林業改良
10月号 「市町村森林管理委員会」の設立から実践へ 大重隆太郎

普及協会

期時

褒
T
発
一

の
一
等

で
一
5
一
名

等
一
4

会
一
会

学
一
大

8

「

12 月 7 日
森林計画発表会

~8 日

開催地

東京大学

(文京区)

発表課題

市町村森林管理委員会の役割について

氏名

大震隆太郎
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所 務





1. 職員の分草事務

補職名 氏 名 分 掌 事 務

所長 竹内和敏 所の管理、運営

管理調整係の、職総員括のに人関事すること
課長補佐兼係長 小林容子 公印の保管 ・服務、防火、安全運転管理、出納員事

務、予算編成の総括、歳入事務、県有財産管理

主任 加藤昌彦 給与・手執当行、旅及費び決・福算利、厚歳生入、歳物出品外の現管金理、、Jf文舎書管の理収発・整理保
管、予算

兼部長森林研環究員境部長 古川邦明
森林環境部の総括
森林作業システム研究に関する主!と

主任専門研究員 大橋章博
森林保護研究(病虫害)に関すること
カシノナガキクイムシ被害対策に関すること

専門研究員 渡遁仁志
針葉樹人工林の高齢化に適応する間伐技術開発に関すること
針葉樹の育林研究に関すること

専門研究員 大洞智宏 広葉樹の育林研究に関すること

主任研究員 岡本卓也 森林保護研究(動物被害)に関すること

主任研究員 回中{申治 森林の更新研究に関すること

森林資源部長
水谷和人 森林資源部の総括

キノコ栽培研究に関すること

主任専門研究員 茂木靖和 森林資源の増殖・培養研究に関すること

専門研究員 土肥基生 木材の建築制利用研究に関すること

専門研究員 臼閏寿生 森林作業システム研究に関すること

専門研究員 上社久敏 森キ林ノ資コ源栽培の研成分究研に究関すにること
関すること

|主任研究員 和多国友宏 森林土木研究に関するとと

技術課長補佐 池戸秀隆 普林及業機企械画係・森の総林括機能に保関すること
全の普及指導に関すること

技術課長補佐 井戸好美
特用林産・林産の普及指導に関すること
林業普及指導事業(伝達研修)に関すること

技術主査 大重隆太郎 林市業町村経営に ・造林・森林保護の普及指導に関すること
おける森林管理体制の強化指導に関すること

技術主査 下野俊彦
林業経営の普及指導に閲すること
森林文化アカデミーとの連携に関すること

技術主査 長屋公三
林業機械・森林機能保全の普及指導1，"関すること
林内路網に関すること

非常勤専門職 伊藤昌明 調査研究開発助務に関すること

Eu 
q
J
 



2. 敷地面積

全敷地面積 1261. 04 rr1 

研究施設面積内訳(ぽ)

区分 本館 昆飼育室虫

面積 636.46 30.00 

3. 平成 24 年度歳入歳出決算書

(歳入)

科 目

使用料

農林水産業使用料

森材c研究所使用料

財産売払収入

物品売払収入

不用品売払収入

受託事業収入

総務費受託事業収入

企画開発費受託事業収入

農林水産業費受託事業収入

林業費受託事業収入

雑入

納付金

労働費納付金

林業費納付金

雑入

計

I且，室

94. 50 

堆肥舎 苗作業畑室 発茸舎 特実習産棟 人工 その他
ほだ場

24.00 59.40 50.05 111. 49 73.50 181. 64 

」一

(歳出)

決算額 科 日 決算額

76, 779 総務費 8, 247, 268 

76, 779 総務管理費 537, 179 

76, 779 一般管理費 143, 679 

51 , 097 財産管理費 393, 500 

51, 097 企画開発費 7, 710, 089 

51 , 097 地域振興対策費 58, 843 

7, 415, 000 科学技術振興費 7, 651, 246 

540, 000 衛生費 47, 325 

540, 000 環境管理費 47, 325 

日， 875， 000 公害対策費 47, 325 

6, 875, 000 労働費 3, 701 , 447 

288, 690 労政費 3, 701 , 447 

25, 369 1 雇用促進費 3, 701, 447 

17, 389 農林水産業費 23, 459, 109 

7, 980 林業費 23, 459, 109 

263, 321 林業振興費 2, 654, 938 

県産材流通対策費 438, 335 

森林整備費 194, 376 

森林研究費 20, 171 , 460 

7, 831 , 566 計 35, 455, 1491 

36 



平成24年降水量観測表
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